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はじめに 

 

 この調査結果は、全国農業会議所の指導のもとに市町村農業委員会の協力を得て実施した

「令和３年農作業料金・農業労賃に関する調査」の結果を県農業会議が取りまとめたもので

す。 

 調査結果によると、個人農家の部分受託料金については「耕起から代かきまで」が 11,554 円（

対前年比 1.9％上昇）となり、生産組織の受託料金については「耕起から代かきまで」が 11,312

円（対前年比 2.1％上昇）となりました。 

 また、オペレータ賃金については、県平均の「1 時間あたり」では、「トラクター」が 1,226

円（対前年比 2.3％上昇）、「田植機」が 1,238 円（対前年比 1.6％上昇）、「コンバイン」が

1,353 円（対前年比 4.7％下落）となりました。 

 さらに、各臨時雇賃金について、１日当たりの支払総額（「現金支払額」＋「その他の費用」）

の県平均をみると「農作業一般の専門作業」が男性 8,441 円（対前年比 0.4％下落）、女性 7,337

円（対前年比 1.8％下落）となりました。 

農業就業者の減少や担い手不足などが進行するなかで、農業労働力の確保・調整をはじめ、適

正な農業臨時雇賃金や各種農作業受託（請負）料金の設定並びに協定賃金の策定などは、労働力

の不均衡の是正や農業経営の安定的発展を図るうえで益々重要になってくると思われます。 

 本資料を関連の諸事業・活動にご活用いただければ幸いです。 

 最後になりましたが、本調査の実施にあたって、ご尽力とご苦労いただきました市町村農業委

員会に対し、深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

     令和４年３月 

 

 

                            一般社団法人熊本県農業会議 
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Ⅰ．調査にあたって 

 

１．調査の目的 

 最近の農業労働事情は、農業就業者の高齢化、担い手不足、さらには人口減少社会などを

背景に雇用労働力の確保が困難になるなど、課題も生じており、これらの諸事情に鑑み、農

業・農村における労働事情について、一層の把握に努め、今後、適正かつ合理的に標準（協

定）賃金・料金等の作成、農業労働力確保の推進等を通じ、足腰の強い農業・農業経営の実

現に資することを目的に調査をした。 

 

２．調査の方法 

 全国農業会議所が作成した調査票に基づき、県農業会議が支援し、市町村農業委員会が調

査を行った。 

 調査対象は、農業委員会単位とする。 

 

３．調査の時期及び期間 

 令和 3 年 12 月 31日を調査時点とし、令和 3 年 1 月 1 日から令和 3 年 12 月 31 日までの１

年間を調査対象期間とした。 

 

４．調査の集計及び分析 

 県の行政区分に従って 11 地区に区分し、集計及び分析を行った。 

  

５．調査項目 

（１）水稲作の部分・全面作業受託料金の水準 

（２）オペレータ賃金額 

（３）農業臨時雇の農作業別・男女別の賃金水準 

（４）農作業受託料金・農業臨時雇賃金等の協定状況 

（５）地区内の農外諸賃金の水準 

 

６．調査票記入上の約束事項 

（１）部分作業の受託料金 

  ① 地区における水稲作の作業受託料金の一般的な水準(10ａ当たり）を記入する。た 

   だし、「育苗」は、１箱当たりの料金とその地域で標準的な 10ａ当たりの箱数の両方 

   を記入する。「乾燥・調整」は 60kg 当たりの料金を記入する。 

    ② 個人農家と生産組織等に区分して記入する。 

        生産組織等とは、個人農家からなる生産組織、生産法人、ＪＡ等を指す。 

   地区内に水稲作作業を受託する生産組織等が複数ある場合、あるいは料金が異なる 

   場合は、最も標準的な料金を記入する。 

    ③ 各作業について 

      ア 育苗 



     種子代を含めた育苗の受託料金を、稚苗と中苗について記入する。 

      イ 耕起 

      2回以上が通常である地域は、その回数による金額を記入する。 

      ウ 代かき 

      代かきは、荒代から中代・植え代までの代かき作業を完遂するものとし、その料 

        金を記入する。 

      エ 耕起から代かきまで 

     耕起から代かきまで一貫した受託料金を記入する。 

      オ 機械田植 

      田植機による受託料金で、苗代金は除くものとする。苗代金込みの受託が一般的 

    な地域にあっては、その苗代金を差し引いて記入する。移植する苗の種類により料 

    金が異なる場合は、その地域で一般的に普及している苗による料金を記入する。補 

    植まで込みの受託作業が一般的な地域にあっては、その金額を記入する。 

      カ 防除 

     農薬散布による防除作業、薬剤費を含まない 1 回の場合の料金とする。航空防除 

        の場合、除草剤の散布は除く。 

      キ 機械刈取 

     コンバインによる刈り取りとする。この場合「結束なし」とし、モミの運搬は含 

        めない。 

   ク 刈取から乾燥・調整まで 

     コンバイン体系をとっている場合の刈り取りから乾燥・調整までの一貫した収穫 

    作業の料金を記入する。従ってモミの運搬を含む。 

   ケ 乾燥・調整（60kg 当たり） 

     乾燥・調整の料金を記入する。一石（150kg）は 60kg 当たりに換算して記入する。 

    水分含有率、乾燥・調整方法により料金差がある場合は、その地域で最も一般的   

       なものについて記入する。 

 

（２）全面作業の受託料金 

   全面作業受託は、耕起・代かきから乾燥・調整作業までをいい、除草剤・肥料・農薬 

   代などの生産資材をすべて受託者が負担する場合（これらの経費が込みの場合）と委託 

   者が負担する場合（これらの経費が別の場合）とに分けて記入する。 

 

（３）オペレータ賃金 

   機械を持ち込まずに単なるオペレータとして雇われる場合の賃金を記入する。従っ 

   て、純然たる労働賃金であり、機械の使用料金、償却費、燃料費は含まない。 

    また、ＪＡ職員によるオペレータは対象から除外する。 

 

（４）農業臨時雇賃金 

    ①  地区で実際に支払われている一般的な農業臨時雇賃金額（1日当たり）を記入する。 



    ② 「農業臨時雇」とは、農作業に関する「臨時的雇用者」を指す。年雇（年間 6 ヶ月 

   以上継続雇用）、季節雇（年間 1ヶ月以上 6 ヶ月未満の継続雇用）を除く。 

  ③ 「現金支払額」については、超過勤務手当などが支給されている場合には、それも 

   含めることとする。 

    ④ 「その他の費用」とは、現金支払額以外に要する諸費用、食事、小昼等の賄いの評 

   価額及び車等による送迎費、土産代等の合計額を記入する。 

  ⑤ 「労働時間」は、臨時雇が 1 日の作業を開始してから終了するまでとする。また、 

   休憩時間、超過時間も含める。すなわち、1日の拘束時間を指す。 

 

（５）農作業受託料金・農業臨時雇賃金等の標準（協定） 

  ① 地区内で当該料金等の標準（協定）を定めているかどうかを記入する。 

  ② 標準（協定）を定めている場合、どのような標準（協定）賃金・料金を定めている 

   かを記入する。  

    ③ 標準（協定）賃金・料金を定めている機関を記入する。 

  ④ 標準（協定）賃金・料金がどの程度守られているか該当するものを一つ選んで記入 

   する。 

 

（６）臨時雇用（パート）賃金 

   地区並びに近郊（通勤可能範囲）における臨時雇用（パート）賃金について、業種ご 

  とに平均的な１日当たり（8 時間）の金額を記入する。 

 

（７）主要産業（農外）の恒常的賃金 

   調査対象地区並びに近郊（通勤可能範囲）における主要産業（農外）について、30歳 

  を基準として男女の恒常的賃金の 1日当たりの水準を記入する。 

      あくまで、恒常的な雇用形態（6 ヶ月以上勤務の場合）をとるものとし、その算出に 

  ついては、本給及び諸手当を含めた年間給与を 12×25分の１にして日当換算する。 

 

（８）農外諸賃金 

      地区における農外諸賃金について記入する。 



Ⅱ．調査結果の概要 

 

 １．水稲作一般の作業受託料金の水準について（表 1、2－1、2－2、3、4） 

    水稲作一般の作業受託料金については、受託主体を個人農家と生産組織（個人農家か  

    らなる生産組織、生産法人、ＪＡ等を指す）とに分類し、それぞれ、部分作業と全面  

   作業の受託料金を調査した。 

    (1) 部分作業の受託料金     

       個人農家の受託料金について作業別にみると、回答農業委員会数に多少の違いがあるが、 

    「耕起から代かきまで」は 11,554 円、「耕起」は 5,955 円、「代かき」は 6,268 円、「機 

      械田植」は 6,355 円、「機械刈取（コンバイン）」は 13,712 円となった。 

    また、生産組織の受託料金について作業別にみると、「耕起から代かきまで」は 11,312 

    円、「耕起」は 5,263 円、「代かき」は 6,311 円、「機械田植」は 5,997 円、「機械刈取 

     （コンバイン）」は 13,365 円となった。 

 

表 1 水稲作一般の作業受託料金額と回答農業委員会数（県平均） 

                            （10ａ当たり：円、箱数） 

農委会数 　金　  額 農委会数 　金　  額

１箱当り(円) 18 545 9 554

10ａ当り箱数 18 21 9 21

１箱当り(円) 18 524 8 521

10ａ当り箱数 18 21 8 21

31 11,554 16 11,312

38 5,955 17 5,263

38 6,268 17 6,311

38 6,355 18 5,997

24 2,132 14 2,517

39 13,712 19 13,365

29 25,329 15 24,618

29 1,361 15 1,420

防除（１回当り）

　機械刈取（コンバイン）

　刈取から乾燥・調整まで

　　個　人　農　家

耕起から代かきまで(一貫)

　　生　産　組　織

　乾燥・調整（60kg当り）

　
　　　　　　　　　　　　受託主体

　　　作業別

（

種
子
代
含
）

育
苗

耕　　　　　起

代　　か　　き

稚苗

中苗

機械田植（苗代別）

 



    (2) 全面作業の受託料金 

    水稲作の全面受託作業とは「耕起・代かき」から「乾燥・調整作業」までをいい、「種 

   籾・除草剤・肥料・農薬代等（込み）」と、「同（別）」に分けて調査した。 

 

       回答農業委員会数は少ないが、全面作業受託の事例を地区別にみると、阿蘇地区での全 

   面受託の実態が多い。 

    受託主体別にみると、個人農家で生産資材（込み）料金の県平均は 72,524 円、生産資材 

   （別）料金は 52,610 円となっている。 

    一方、生産組織等では、生産資材（込み）料金は 64,284 円、生産資材（別）料金は 49,553 

   円であった。 

 

 

表３ 全面作業の受託料金額と回答農業委員会数（県平均） 

                                                         （10ａ当たり：円） 

 

農委会数 金　 額 農委会数 金　 額

10 72,524 4 64,284

13 52,610 4 49,553

種籾・除草剤・肥料・農薬
代等（込み）

種籾・除草剤・肥料・農薬
代等（別）

　
　　　　　　　　　　　　受託主体

　　　作業別

　　個　人　農　家 　　生　産　組　織

耕起・代か
きから
↓

乾燥・調整
作業まで

 



表４ 受託主体別・全面作業受託料金額（地区別） 

                                                             （10ａ当たり：円） 

個    人   農   家 生    産    組    織    等
耕起代かき→脱穀調整作業まで 耕起代かき→脱穀調整作業まで

種籾・除草剤・ 種籾・除草剤・ 種籾・除草剤・ 種籾・除草剤・

肥料・農薬代等(込み) 肥料・農薬代等(別) 肥料・農薬代等(込み) 肥料・農薬代等(別)

( 1 ) ( 1 )
60,000 60,000

( 1 ) ( 1 )
86,000 59,000

( 1 )
67,600

( 5 ) ( 6 ) ( 3 ) ( 3 )
68,372 45,322 61,091 46,071

( 1 ) ( 1 )
65,400 50,900

( 1 ) ( 1 ) ( 1 )
70,264 46,000 73,864

( 2 ) ( 2 )
80,859 64,251

( 10 ) ( 13 ) ( 4 ) ( 4 )
72,524 52,610 64,284 49,553

八　代

球　磨

天　草

熊　本

宇　城

玉　名

鹿　本

県平均

芦　北

菊　池

阿　蘇

上益城

 

                                               （注）（ ）内は回答農業委員会数 

 

 



 ２．オペレータ賃金について（表５） 

      オペレータ賃金とは、「機械を持ち込まず、単なるオペレータとして雇われる場合」の賃 

   金であり、賄いを含めない現金支払額のみとした。従って、オペレータ賃金は、純然たる 

   労働賃金であり、機械の使用料金・償却費・燃料費は含まないこととした。 

   なお、ＪＡの職員によるオペレータは対象から除外した。 

  作業機械は、「トラクター」、「田植機」、「コンバイン」とした。 

 

   今回の調査結果では、県平均の「１時間当たり」では、「トラクター」が 1,226 円、「田

植機」が 1,238 円、「コンバイン」が 1,353 円となった。 

   また、「1 日当たり」では、「トラクター」が 8,921 円、「田植機」が 8,968 円、「コン

バイン」が 10,261 円であった。 

   

表 5 オペレーター賃金（地区別） 

   （単位：円） 

ト  ラ  ク  タ  ー 田　   植  　 機 コ　ン　バ　イ　ン
１ 時 間 １  日 １ 時 間 １  日 １ 時 間 １  日
当 た り 当 た り 当 た り 当 た り 当 た り 当 た り

(1) (1) (1)
900 900 900

(2) (1) (2) (1) (2) (1)
1,250 10,400 1,250 10,400 1,350 10,400

(2) (2) (2) (1)
1,350 1,350 1,350 10,000

(2) (1) (2) (1) (4) (3)
1,500 12,000 1,500 12,000 1,525 12,000

(6) (6) (6) (6) (6) (6)
1,122 8,889 1,157 9,052 1,372 10,706

(1) (1) (1) (1) (1) (1)
1,136 9,091 1,364 10,909 1,534 12,273

(3) (7) (3) (7) (3) (7)
1,160 8,119 1,160 7,834 1,163 8,902

(2) (1) (1) (1) (1) (1)
1,425 10,000 1,400 10,000 1,400 10,000

(19) (17) (18) (17) (20) (20)
1,226 8,921 1,238 8,968 1,353 10,261

熊　本

宇　城

玉　名

鹿　本

天　草

県平均

菊　池

阿　蘇

上益城

八　代

芦　北

球　磨

 

（注）（ ）内は回答農業委員会数 

 



 ３．農業臨時雇賃金について（表 6－1～6－10、7－1～7－5） 

      農業臨時雇賃金は、ある農作業について、臨時的に雇われる者（年雇や季節雇は除く）に 

   支払われる賃金であり、これを「現金実支払額」と、食事等賄評価額、送迎費、土産代など 

   の現金以外に支給される「その他の費用」とに分けて１日当たりで把握し、あわせて休憩時 

   間も含めた 1日の「労働時間」を調査した。 

 

    (1) 1日当たりの現金支払額 

    1日当たりの現金支払額を県平均でみると、「農作業一般の専門作業」が男性 8,200 円、 

    女性 7,113 円となり、対前年比では男性は 1.0％、女性は 2.5％下落した。 

    また、「農作業一般の一般・軽作業」では、男性 6,618 円、女性 6,360円となり、対前

年比では男性は 0.6％、女性は 0.5％上昇した。 

    作業別支払額の比較については、回答農業委員会数が少ないが、男性は最も高いのが「専 

    門作業の高接」で 10,409 円(対前年比 6.2％下落)、女性は「い草の植付作業」で 10,000 

   円(対前年同額)となっている。 

    逆に低いものでは、男性が「タバコ（収穫等）」で 6,000 円（対前年比同額）、女性は

「水稲の稲刈作業」で 5,267 円（対前年比 2.5％下落）となった。 

 

  (2) 熊本県最低賃金額との比較 

    各臨時雇賃金について、令和 3 年 10 月 1 日に適用される熊本県最低賃金額（1時間あた

り 821円）を 8 時間換算した額（6,568 円）を 100 とした指数でみると、「農作業一般の

専門作業」の男性が 125、同女性が 108、「農作業一般の一般・軽作業」の男性が 101、同

女性が 97 の割合になる。 

    また、同様に「水稲・機械の補助作業」男性 101、女性 97、「水稲・手植（田植）」男 

    性 105、女性 89、「水稲 ・手刈（稲刈）」男性 111、女性 80、「果樹の専門作業（剪定）」 

   男性 128、女性 125、「果樹の専門作業（高接）」男性 158、女性 131、「果樹の摘果」男 

      性 98、女性 94、「果樹の収穫」男性 98、女性 96、「果樹の選果」男性 102、女性 96、「い 

   草の植付作業」男女ともに 152、「野菜・花き関係（植付、収穫、選別等）」男性 96、女 

   性 90、「タバコ（収穫等）」男女ともに 91 の割合となっている。 

 

   (3) 1日当たりの支払総額 

    1 日当たりの「支払総額」（「現金支払額」＋「その他の費用」）は、県平均をみると

「農作業一般の専門作業」が男性 8,441 円、女性 7,337 円となり、対前年比で男性が 0.4

％、女性が 1.8％下落した。 

    また、同様に「農作業一般の一般・軽作業」では、男性 6,747円、女性 6,473 円となり、 

   対前年比で男女ともに 0.5％上昇した。 

    作業別支払総額の比較については、「現金支払額」同様に回答農業委員会数が少ないが、 

    男性で最も高いのが「果樹の専門作業（高接）」で 10,492 円（対前年比 6.3％下落）、 

   女性は「い草の植付作業」で 10,000 円（対前年同額）であった。 

    また、最も低かったのは、男性は「果樹の摘果」で 6,553 円（対前年比 0.5％上昇）で、

女性は「水稲の稲刈作業」5,267 円（対前年比 2.5％下落）という結果になった。男性で最

も高い「果樹の専門作業（高接）」（10,492 円）を 100とした指数で男性の作業別支払総



額を比較すると、「農作業一般の専門作業」は 80、「農作業一般の一般・軽作業」は 64

の割合となった。 

    また、「水稲・機械の補助作業」は 65、「水稲・手植（田植）」は 66、「水稲・手刈（

稲刈）」は 69、「果樹の専門作業（剪定）」は 80、「果樹の専門作業（摘果）」は 62、「果

樹の専門作業（収穫）」は 63、「果樹の専門作業（選果）」は 64、「い草の植付作業」は

95、「野菜・花き関係（植付、収穫、選別等）」は 63、「タバコ等（収穫等）」は 57 の割

合となっている。対して女性では、最も高い「い草の植付作業」（10,000 円）を 100 とし

た指数で比較すると、「農作業一般の専門作業」は 73、「農作業一般の一般・軽作業」は

64の割合となった。 

     また、「水稲・機械の補助作業」は 65、「水稲・手植（田植）」は 59、「水稲・手刈（

稲刈）」は 53、「果樹の専門作業（剪定）」は 82、「果樹の専門作業（高接）」は 86、「果

樹の専門作業（摘果）」は 63、「果樹の専門作業（収穫）」は 64、「果樹の専門作業（選

果）」は 64、「野菜・花き関係（植付、収穫、選別等）」は 61、「タバコ等（収穫等）」

は 65の割合となっている。 

    このように作業内容や男女間で相当の開きが見受けられる。 

 

  (4) 1日当たりの労働時間 

    男女とも、ほとんどの作業で 1 日当たりの労働時間は 8.0 時間であった。 



 ４．農作業受託料金・農業臨時雇賃金等の標準（協定）について（表８） 

   標準（協定）賃金は、市町村・農業委員会やＪＡ等が農作業の受託料金や臨時雇賃金の目 

  安を示すものであり、単なる臨時的な雇賃金だけでなく、部分農作業料金を設けているケー 

  スも多くなってきている。 

今回、回答のあった 45 農業委員会でみると、そのうち 25 農業委員会管内で標準(協定)賃

金が定められている。どのような協定賃金が定められているか（重複回答あり）をみると、

部分農作業料金が 23（協定賃金が定められている市町村の 92.0％）、臨時雇賃金 10（同 40.0

％）等となっており、複数の協定賃金が策定されている市町村も多くみられる。 

   また、どのような機関が定めているかをみると、22 が市町村・農業委員会で、標準（協定） 

  が定められている市町村のうち全体の 88.0％を占めている。 

   なお、ＪＡでも 8（32.0％）で定められている。協定賃金が守られているかどうかでは、

協定賃金が定められている 25市町村のすべてで「非常によく守られている」または「比較的

守られている」との回答を得た。 

 



 ５．通勤他産業の賃金について（表 9－1、9－2、10） 

   調査対象農業委員会（地区）並びに近郊（通勤可能範囲）における臨時雇（パート）賃金 

  と、主要産業(農外)の恒常的賃金（30 歳基準・雇用形態・6 ヶ月以上勤務の場合）の賃金 

  について、業種ごとに平均的な 1日当たり（8時間）の賃金額の水準を調べた。 

   なお、恒常的賃金については、本給及び諸手当を含めた年間給与を 12×25分の１にして日 

  当換算した。 

 

  (1) 臨時雇（パート）賃金（1日当たり） 

    最も高い賃金の業種は、男女とも「建設業」で男性 8,476 円、女性 7,634 円となった。 

   次いで高いのは、男性が「サービス業」6,919 円で、女性が「公的勤務」6,830 円という結

果となった。次いで、男性が「製造業」6,858 円で、女性が「サービス業」6,779 円と続い

ている。 

 

    (2) 主要産業（農外）の恒常的賃金（30歳基準、1 日当たり） 

    通勤している他産業の業種で、最も高い賃金の業種は、男性では「卸・小売業」10,900

円、女性では「公的勤務」で 10,163 円となっている。次いで、男性では「公的勤務」の

10,657円、「建設業」の 9,333 円の順となっており、女性では「建設業」の 8,386 円、「製

造業」の 7,611 円の順となっている。 

 

       表 9－1 通勤可能範囲での臨時雇（パート）賃金（県平均） 

                                                                （単位：円） 

 

公的勤務 建設業 製造業 卸・小売業 サービス業 シルバー賃金

(35) (23) (18) (17) (18) (27)

6,677 8,490 6,554 6,328 6,694 6,616

(36) (22) (18) (17) (18) (27)

6,670 7,513 6,328 6,133 6,590 6,483

(36) (18) (15) (13) (15) (31)

6,830 8,476 6,858 6,608 6,919 6,659

(36) (18) (15) (13) (15) (31)

6,830 7,634 6,464 6,344 6,779 6,583

男
性

102.3 99.8 104.7 104.4 103.4 100.6

女
性

102.4 101.6 102.1 103.4 102.9 101.5

対
前
年
比

令
和
２
年

男
性

女
性

令
和
３
年

男
性

女
性

 
（注）（  ）内は回答農業委員会数 

 

 



 ６．農業委員会（地区）内の農外諸賃金について（表 11）  

   農業委員会（地区）内の農外諸賃金をみると、県平均では「大工」が 18,400 円と最も高 

   く、次いで「左官」の 17,789 円、「土木工」の 12,814 円、そして「伐出」の 12,077 円、「造 

   林」の 11,993 円の順となっている。 

   業種間の格差では、最も高い「大工」を 100 とすると、最も低い「造林」は 65 となり、 

  賃金格差は大きいものとなっている。 

 

表 11 農業委員会（地区）内の農外諸賃金        

(単位:円) 

 

大  工 左  官 土 木 工 造  林 伐  出

(2) (2) (2) (2) (2)
15,000 14,500 9,500 9,400 10,000

(3) (3) (2) (1)
24,600 23,000 22,700 20,600

0   
(3) (3) (1) (2) (1)

16,000 15,667 12,000 9,500 12,000
(3) (3) (3)

20,733 19,733 15,333
(1) (1) (2) (1) (1)

15,000 15,000 10,472 12,331 11,226
(2) (2) (2) (1) (1)

21,300 20,550 12,750 7,500 8,000
(4) (4) (4) (6) (6)

18,600 17,600 13,000 12,895 13,567
(1) (1) (1) (1) (1)

16,000 16,000 10,000 12,300 12,300
(19) (19) (17) (14) (12)

18,400 17,789 12,814 11,993 12,077

芦　北

球　磨

天　草

熊　本

宇　城

玉　名

鹿　本

県平均

菊　池

阿　蘇

上益城

八　代

 

（注）（ ）内は回答農業委員会数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ  調査票等 


